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German enterprises have disclosed social information such as 
the employees and the environment brieﬂy in their annual reports，
and have often disclosed in detail in the sustainability report or 
corporate social responsibility report which is published separately 
from the annual report．Furthermore，BASF，one of such German 
enterprises and the worldʼs leading chemical companies，publishes 
annual report as the integrated report which documents their 
economic，environmental and social performance．
This paper investigates the historical development of the 
voluntary disclosure in annual reports and social reports published 
by German major companies．Also，it analyses BASF annual 
report as a meaningful case of the integrated reports．
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2） BAVCIeV．，1975．Empfehlungen des Arbeitskreises《Sozialbilanz-Praxis》1977．郡司2011a，
3 ⊖ 5 頁参照。















































































ドイツ企業（2010年度） JB 社会関連的情報 EBIT EVA SB
Deutsche Bank 408 関係者データ × × 152＊ CS・G
Commerzbank 382 従業員構成 × ×
Volkswagen 332 従業員・環境データ・W ○ ○  76 Sus・G・W
Allianz 308 × ×
Munich Re 294 役員報酬 × ×
ThyssenKrupp 294 持続可能性・環境 ○ ○
Bayer 266 従業員・環境保護明細 ○ ○  72 Sus・G・P
Metro Group 262 コーポレートガバナンス ○ ×
Continental 254 労働力構成　役員報酬 ○ ×




Heidelberger Zem． 236 持続可能性・従業員 ○ ×
Lufthansa 235 ○ ○
TUI 235 役員報酬　 ○ ○  90 Sus・G・P
Fresenius 216 付加価値情報・W ○ ×
Merck 216 環境・期待成長・役員報酬・W ○ ×  72 CS・G・W
BASF 214 統合的財務報告CSR型・W ○ ○
MAN SE 200 ○ ×  27 CS
SGL．Carbon 196 ○ ×
E．ON 192 カーボン放出・地域別従業員 ○ ○  76 U・P
EVONIK 176 ○ ×
Bertelsmann 172 従業員指標 ○ ○
ZF Friedlichshafen 148 ○ ×  27 U
Henkel 144 持続可能性業績 ○ ○  40 Sus．・W・P
























































































リ ス ク 報 告































































































1 ．1 （代表取締役挨拶）， 1 ．2 （重要な影響・リスクおよび機会の記述）， 2 ．
1 ⊖ 2 ．10（組織のプロフィール，市場および構造）， 3 ．1 ⊖ 3 ．4 （報告のプロ
フィール）， 3 ．5 ⊖ 3 ．13（報告の範囲と限界，保証）， 4 ．1 ⊖ 4 ．7（コーポレー
トガバナンス）， 4 ．8 ⊖ 4 ．13（使命陳述書（Leitbilder；ガイドラインと方針），




済的価値），EC 2 （気候変動による財務的影響），EC 3 （確定給付型年金制度
の負担の程度），EC 4 （政府から受けた重要な財政的支援），EC 7 （現地雇
用），EC 8 （公益ための投資の展開と影響），EC 9 （間接的な経済的影響）
＜環境業績指標＞




［労働の実務と質］　MA，LA 1 ⊖LA 5 （雇用，労使関係），LA 7 ，LA 8 （労働
安全性），LA10，LA11（教育・訓練），LA13（経営者の構成），
LA14（機会均等）
［人　　権］ MA，HR 1 （重要な投資協定），HR 2 （供給者の検査），HR 4 （平
等化取り組み），HR 5 （結社の自由，団体行動権），HR 6 ，HR 7
（児童労働，強制・義務労働），HR 8 （保安要員の研修）
［社　　会］ MA，SO 1 （コミュニティ），SO 2 ⊖ SO 4 （不正），SO 5 ，SO 6
（公共政策）





2006年公表の「G 3 」を基礎にしている。BASF 2010，S．213．G 3 に関してはGRIによる


















































































（Carbon Disclosure Leadership Index；CDLI）やカーボンパフォーマンス先進












で彼らを支援する（S．7 ⊖ 9 ）。
これに続く取締役会メンバーの紹介には，戦略会議終了後の休憩写真ととも
に各役員の年齢・勤続年数と職責・担当部署等が記載されている（S．10⊖11）。
このような代表取締役挨拶はGRI指標における 1 ．1 （代表取締役挨拶）に












ンス先進企業インデクス（Carbon Performance Leadership Index：CPLI）で評価・選定
さ れ る。CDLI（ https://www．cdproject．net/en-US/Results/Pages/CDP-2012-disclosure-






















（Morgan Stanley Capital International）世界化学指数の比較，地域別株主
構成，2010年末の主要指数におけるBASF株式の割合（S．13），主要な
BASF株式データ［年末株価・高値・安値・平均・日常取引高・株式数・
年末株式数・年末市場資本化額・ 1 株当たり利益・ 1 株当たり配当・配当
利回り・配当性向・株価収益率（P/E比率）］ 5 年）（S．16）。
このような株式情報は，GRI等インデックス対照表における 2 ．1 ⊖ 2 ．10




























































































































































































































































1 ．2 （重要な影響・リスクおよび機会の記述）， 2 ．1 ⊖
2 ．10（組織のプロフィール，市場および構造）， 4 ．1 ⊖
4 ．7 （コーポレートガバナンス）， 4 ．8 ⊖ 4 ．13（使命陳
述書，行動規範，外部イニシャティブに対する取り組
み），＜経済業績指標＞MA，＜環境業績指標＞MA，＜
社会業績指標＞各MA，LA 1 ⊖LA 5 （雇用，労使関係），
LA14（機会均等），HR 1 （重要な投資協定），SO 2 ⊖
SO 4 （不正），









1 ．2 （重要な影響・リスクおよび機会の記述）～ 4 ．14⊖
4 ．17（ステークホルダーの参加），EC 1 （創出・分配さ
れた直接的な経済的価値），EC 9 （間接的な経済的影
響），＜環境業績指標＞MA，EN 1 ⊖ EN 2 （材料），［人
権］MA，HR 2 （供給者の検査），［社会］MA，SO 1 （コ




























































・ 4 半期別（ 7 事業部：売上高・特別項目前EBIT，EBIT） 4 半期・ 2 年，（事
業別EBITへの貢献割合），（ 4 半期別EBIT） 2 年（S．45）
事業別活動（ 7 事業部）





















＜戦略とプロフィール＞の 2 ．1 ⊖ 2 ．10（組織のプロフィール，市場および構


































ロフィール＞に関しては， 1 ．2（重要な影響・リスクおよび機会の記述）， 2 ．
1 ⊖ 2 ．10（組織のプロフィール，市場および構造）， 4 ．8 ⊖ 4 ．13（使命陳述


























BASF グループの温室効果ガス排出（ 6 種類：CO 2，N 2 O，











とプロフィール＞に関しては， 1 ．2 （重要な影響・リスクおよび機会の記
述）， 4 ．8 － 4 ．13（使命陳述書，行動規範，外部イニシャティブに対する取


































24） Verlag C．H．Beck，BilMoG，2 ．Auﬂage，2009，S141．BASF 2011，S．105．






（重要な影響・リスクおよび機会の記述）， 4 ．8 ⊖ 4 ．13（使命陳述書，行動規
範，外部イニシャティブに対する取り組み）に，＜経済業績指標＞のMAにか
かわる。また＜社会業績指標＞に関して［労働の実務と質］LA 1 ⊖LA 5 （雇
用，労使関係）にもかかわっている。
予測報告は，将来の展望であり，GRI等指標との関係については，＜戦略と






















略とプロフィール＞の 4 ．1 ⊖ 4 ．7 （コーポレートガバナンス）， 4 ．8 ⊖ 4 ．13
（使命陳述書，行動規範，外部イニシャティブに対する取り組み）， 4 ．14⊖ 4 ．


























ル＞ 2 ．1 ⊖ 2 ．10（組織のプロフィール，市場および構造）にかかわり，GRI
















26） なお，G 3 ．1 に基づく2012年度のBASFのGRI（UNGC）指標（pp．230⊖231）とG 3 に
基づく2010年度版の指標（S．（p．）213）とについて比較すれば次のとおりである。<戦




HR11（救済）追加，［社会］SO 1 ，SO 9 ，SO10 （コミュニティ） SO 9 ，SO10追加，










































を公表している（ IIRC 2013）。2013年12月には第 1 版が公表される予定である。
BASFの年次報告書は，GRIガイドラインにおもに依拠する実際的・具体的
な統合財務報告書の例として注目にあたいする。しかも，2014年に公表される
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